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一一二━六　仮名字母の出現傾向から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（2）

　
　
　
　

一　

は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
前
稿

［6］
に
引
き
続
き
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
に
着
目
し
て
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
源
氏
物
語

［1］
と
、
そ
の
奥
書
に
あ
る
明
応

四（
一
四
九
五
）年
に
近
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
源
氏
物
語
写
本
、
三
条
西
実
隆
に
関
係
の
あ
る
源
氏
物
語
写
本
の
比
較
を

行
っ
た
。
前
稿
で
は
第
一
帖「
桐
壺
」か
ら
第
二
十
七
帖「
篝
火
」ま
で
調
査
対
象
と
し
た
の
で
、
本
稿
で
は
、
第
二
十
八
帖「
野
分
」か
ら
第

五
十
四
帖「
夢
浮
橋
」ま
で
を
加
え
て
、
改
め
て
全
帖
を
調
査
対
象
と
し
た
。
今
回
、
調
査
対
象
と
し
た
源
氏
物
語
写
本
に
は
、
前
稿
と
同

様
に
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
、
保
坂
本
、
大
正
大
学
本
に
加
え
、
三
条
西
実
隆
が
書
写
し
た（
と
さ
れ
る
）榊
原
家
本「
桐
壺
」と
蓬
左
文
庫

蔵
三
条
西
家
本
「
空
蝉
」「
関
屋
」
を
加
え
た
。
調
査
結
果
か
ら
は
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
源
氏
物
語
の
中
に
、
明
応
四
年
に
近
い
時
期
に
書

写
さ
れ
た
実
隆
筆
の
可
能
性
が
あ
る
写
本
と
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
が
近
い
写
本
が
存
在
す
る
可
能
性
は
低
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
そ
の
一
方
で
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本「
横
笛
」は
、
榊
原
家
本「
桐
壺
」と
蓬
左
文
庫
蔵
三
条
西
家
本「
空
蝉
」と
距
離
が
近
い
こ
と
が
明
ら

調
査
報
告
　
一
一
二
┃
六

仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
か
ら
見
た
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
『
源
氏
物
語
』
の
位
置
付
け
（2）
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か
に
な
っ
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
本
方
法
で
は
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
類
似
性
に
よ
っ
て
写
本
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
可
能
性

を
指
摘
で
き
る
が
、
こ
の
調
査
結
果
が
意
味
す
る
こ
と
や
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
関
連

す
る
分
野
か
ら
の
異
な
る
対
象
や
手
法
に
基
づ
い
た
調
査
報
告
が
必
要
で
あ
る
。
尚
、
以
下
、
本
稿
で
は
、
源
氏
物
語
写
本
の
名
称
を
、

紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
は
紅
梅
本
、
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
は
書
陵
部
本
、
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
は
日
大
本
、
蓬
左
文
庫
蔵
三
条
西
家
本

は
蓬
左
本
と
略
す
。

　
　
　
　

二　

本
調
査
の
目
的
と
関
連
研
究

　
本
調
査
の
目
的
は
、
紅
梅
本
の
中
に
、
実
隆
筆
写
本
と
似
た
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
を
持
つ
写
本
の
存
在
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
で

あ
る
。
特
に
、
文
明
年
間（
一
四
六
九
─
一
四
八
七
）に
近
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
実
隆
筆
写
本
と
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
が
似
た
写
本
が

紅
梅
本
の
中
に
存
在
す
れ
ば
、
奥
書
の
記
述
と
は
別
に
、
紅
梅
本
が
文
明
年
間
に
書
写
さ
れ
た
実
隆
筆
の
源
氏
物
語
写
本
と
の
関
係
が
あ

る
可
能
性
を
指
摘
で
き
、
紅
梅
本
の
位
置
付
け
の
議
論
に
貢
献
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
古
典
籍
に
特
徴
的
に
出
現
す
る
変
体
仮
名
の
出
現
傾
向
は
、
書
写
年
代
や
書
写
者
、
親
本
と
い
っ
た
要
因
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
な
こ
と
が
多
い
。
写
本
本
文
に
大
量
に
存
在
し
、
調
査
し
易
く
、
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
長

期
間
に
渡
っ
て
存
在
す
る
変
体
仮
名
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
書
写
者
や
書
写
年
代
に
関
す
る
知
見
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
書
誌
情
報

と
は
異
な
る
根
拠
に
基
づ
い
て
、
書
誌
学
や
文
献
学
の
知
見
の
蓋
然
性
の
向
上
や
、
写
本
に
関
す
る
新
た
な
仮
説
の
提
案
が
可
能
で
あ
ろ

う
。
稿
者
は
こ
れ
ま
で
、
変
体
仮
名
の
字
母
の
出
現
傾
向
に
対
し
て
統
計
的
手
法
を
用
い
た
分
類
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
書
誌
情
報
と
比

較
す
る
こ
と
で
、
写
本
の
書
写
者
の
推
定
や
、
同
一
書
写
者
に
よ
る
写
本
の
年
代
推
定
が
で
き
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
き
た

［2］ 

［3］ 

［4］ 

［5］ 
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一一二━六　仮名字母の出現傾向から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（2）

［6］
。
そ
の
調
査
で
は
、
次
の
四
つ
の
作
業
仮
説
を
挙
げ
た
。

（1）
同
一
人
物
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
写
本
で
あ
れ
ば
、
書
写
の
際
の
字
母
の

選
択（「
字
母
遣
い
」）は
共
通
性
が
存
在
す
る
。

（2）
異
な
る
人
物
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
写
本
で
あ
れ
ば
、「
字
母
遣
い
」の
共
通
性
は
少
な

い
。
一
方
で
、

（3）
同
一
人
物
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
写
本
の「
字
母
遣
い
」に
共
通
性
が
少
な
い
場
合
や
、

（4）
異
な
る
人
物
に
よ
っ
て
書
写

さ
れ
た
写
本
の「
字
母
遣
い
」に
共
通
性
が
あ
る
場
合
は
、
何
ら
か
の
理
由
が
存
在
す
る
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
、
書
誌
情
報
と
い
っ
た
関

連
す
る
調
査
結
果
と
の
比
較
が
必
要
と
な
る
、
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
か
ら
は
、仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
似
た
写
本
は
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、筆
跡
が
異
な
り
他
筆
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
書
写
者
間
や
写
本
間
に
関
係
が
あ
る
写
本
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
仮
名
字
母
の
出
現
傾

向
に
対
す
る
統
計
手
法
の
適
用
に
よ
り
、
書
写
時
期
が
近
い
写
本
や
書
誌
情
報
か
ら
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
大
量
の
写
本
を
一
括
し
て

「
自
動
的
」に
分
類
し
、
既
に
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
写
本
間
関
係
の
蓋
然
性
を
高
め
る
こ
と
に
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
関
係
が
指
摘
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
写
本
間
関
係
を
発
見
で
き
る
利
点
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
と
い
う
一
視
点
か
ら
写
本
間
に
関
係
が

あ
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
意
味
す
る
こ
と
や
そ
の
原
因
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
関
連
す
る
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
検

証
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
量
の
写
本
の
中
か
ら
関
係
す
る
写
本
を
発
見
す
る
こ
と
や
専
門
家
を
必
要
と
す
る
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
は
容
易
で
は
な
い
。
統
計
手
法
は
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
大
量
の
写
本
を
対
象
に
、
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
写
本
を
選
択
し
、
仮
説
を
提

案
す
る
調
査
と
し
て
利
用
で
き
る
。

　
そ
こ
で
、
本
調
査
で
も
前
稿
と
同
様
に
、
本
文
の
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
を
用
い
て
、

（1）
書
陵
部
本
の
推
定
書
写
年
代
に
近
い
時
期
の

実
隆
筆
写
本
と
写
本
間
距
離
の
近
い
写
本
の
探
索
と
、

（2）
こ
の
時
期
の
実
隆
筆
写
本
と
距
離
の
近
い
紅
梅
本
の
写
本
の
存
在
の
有
無
の
確

認
、
加
え
て
、

（3）
新
た
に
追
加
し
た
榊
原
家
本
と
蓬
左
文
庫
本
の
実
隆
筆
写
本
と
距
離
の
近
い
写
本
の
探
索
を
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
紅

梅
本
の
中
に
、
明
応
四
年
に
近
い
時
期
の
実
隆
筆
写
本
と
距
離
が
近
い
写
本
が
存
在
す
れ
ば
、
奥
書
の
記
述
と
は
異
な
る
根
拠
に
よ
っ
て
、
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そ
の
記
述
の
蓋
然
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　

三　

調
査
対
象
と
し
た
写
本
と
本
文
デ
ー
タ

　
調
査
対
象
と
し
た
巻
は
、
源
氏
物
語
の
第
一
帖
「
桐
壺
」
か
ら
第
五
十
四
帖
「
夢
浮
橋
」
と
し
た
。
こ
の
う
ち
第
一
帖
「
桐
壺
」
か
ら
第

二
十
七
帖「
篝
火
」は
、
既
に
前
稿

［6］
と
し
て
報
告
を
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
比
較
を
行
う
た
め
、
調
査
済
み

の
写
本
を
含
む
源
氏
物
語
の
全
帖
を
対
象
と
し
て
い
る
。
調
査
対
象
と
し
た
写
本
は
、「
蓬
生
」「
若
菜
上
」
を
欠
き
、
江
戸
時
代
の
補
写

で
あ
る「
総
角
」を
除
く
紅
梅
本
五
十
一
写
本
と
、
明
応
四（
一
四
九
五
）年
に
書
写
年
代
が
近
い
写
本
で
あ
る
、
書
陵
部
本
と
大
正
大
学
本

の
そ
れ
ぞ
れ
五
十
四
写
本
と
、
保
坂
本
の
う
ち
、
永
正
年
間（
一
五
〇
四
─
一
五
二
一
）頃
の
書
写
か
と
さ
れ
る
室
町
時
代
に
補
写
さ
れ
た

「
桐
壺
」か
ら「
絵
合
」ま
で
の
十
七
写
本
、
長
享
二（
一
四
八
八
）年
の
実
隆
筆
と
の
奥
書
が
あ
る
高
松
宮
家
本「
松
風
」、
仮
名
字
母
の
出
現

傾
向
が
実
隆
筆
写
本
に
似
て
い
る
日
大
本
の
公
順
筆「
胡
蝶
」、
明
応
六（
一
四
九
七
）年
書
写
の
天
理
図
書
館
蔵
の
実
隆
筆「
新
撰
菟
玖
波

集
」、
伝
実
隆
筆
で
あ
る
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
「
和
泉
式
部
日
記
」
と
し
た
。
本
調
査
で
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
三
条
西
実
隆
が
書
写

し
た
と
さ
れ
る
享
禄
四（
一
五
三
一
）年
書
写
の
榊
原
家
本「
桐
壺
」と
、
天
文
二（
一
五
三
三
）年
書
写
の
蓬
左
本「
空
蝉
」「
関
屋
」を
追
加

し
た
。
尚
、
享
禄
三（
一
五
三
〇
）年
か
ら
四
年
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
日
大
本
に
関
し
て
は
既
に
調
査
し
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
点

か
ら
、
紅
梅
本
と
距
離
が
近
い
写
本
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

［7］
。

　
調
査
対
象
に
用
い
た
、
稿
者
が
作
成
し
た
本
文
デ
ー
タ
は
、
写
本
本
文
と
同
一
の
仮
名
字
母
、
行
数
、
改
行
位
置
を
持
つ
。
こ
れ
ま
で

の
調
査

［2］ 

［3］ 

［4］ 

［5］
か
ら
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
を
調
査
す
る
た
め
に
必
要
な
文
字
数
は
、
少
な
く
と
も
二
千
五
百
字
以
上
、
多
く
と

も
お
お
よ
そ
五
千
字
以
上
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
五
千
字
を
目
安
と
し
て
調
査
し
て
い
る
。
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本
調
査
で
用
い
た
計
百
八
十
三
写
本
の
う
ち
、
紅
梅
本
と
書
陵
部
本
、
大
正
大
学
本
の
第
二
十
八
帖「
野
分
」か
ら
第
五
十
四
帖「
夢
浮

橋
」ま
で
の
計
七
十
九
写
本
と
、
今
回
新
た
に
調
査
し
た
榊
原
家
本「
桐
壺
」と
蓬
左
本「
空
蝉
」「
関
屋
」の
本
文
デ
ー
タ
の
集
計
結
果
を
本

稿
末
に
表
一
と
し
て
ま
と
め
た
。
表
一
に
掲
載
し
て
い
な
い
写
本
は
前
稿
で
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
省
略
し
て
い
る
。
表
一
で

は
、
写
本
名
と
源
氏
物
語
で
あ
れ
ば
帖
数
、
調
査
対
象
文
字
数
を
文
字
数
、
調
査
対
象
文
字
数
中
に
出
現
し
た
仮
名
字
母
数
を
字
母
数
と

し
て
表
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
の
出
典
は
、
本
稿
末
に
ま
と
め
た
。

　
　
　
　

四　

調
査
手
法

　
本
調
査
で
は
、
異
な
る
巻
や
異
な
る
作
品
を
比
較
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
特
定
の
仮
名
字
母
で
は
な
く
本
文
に
出
現
す
る
全
仮
名
字
母

を
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
仮
名
字
母
を
統
一
し
た
方
針
で
収
集
し
、
統
計
手
法
を
用
い
て
分
類
す
る
。
調
査
対
象
と
し
て
は
本

行
本
文
を
選
択
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
傍
記
を
除
き
、
一
音
の
漢
字
は
仮
名
と
見
做
し
て
文
字
を
収
集
し
て
い
る
。
次
に
、
出
現
す
る
仮

名
字
母
を
集
計
し
、
同
音
の
仮
名
字
母
ご
と
に
相
対
頻
度
を
求
め
、
こ
れ
を「
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
」と
見
做
す
。
こ
の
出
現
傾
向
に
対

し
て
、
統
計
手
法
を
用
い
て
分
類
す
る
。

　
こ
こ
で
写
本
の
分
類
に
用
い
た
統
計
的
手
法
は
、「
正
し
い
」（
と
さ
れ
る
）分
類
結
果
と
い
っ
た「
外
的
な
基
準
」（
外
的
徴
証
）が
知
ら

れ
て
い
な
い
デ
ー
タ
に
対
し
て
、
デ
ー
タ
の
特
徴
と
い
っ
た「
内
的
な
情
報
」（
内
的
徴
証
）だ
け
に
基
づ
い
て
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る「
教

師
な
し
分
類
」
と
呼
ば
れ
る
手
法
で
あ
る
。
本
調
査
で
は
、
写
本
間
の
関
係
を
概
観
す
る
た
め
に
主
成
分
分
析
を
、
そ
の
詳
細
を
分
析
す

る
た
め
に
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
用
い
た
。
主
成
分
分
析
で
は
散
布
図
と
し
て
、
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
で
は
樹
形
図
と
し
て
、

仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
類
似
し
た
写
本
が
近
接
し
て
図
示
さ
れ
る
。
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五　

調
査
結
果　

　
統
計
的
分
類
に
基
づ
く
結
果
を
主
成
分
分
析
、
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
の
順
に
検
討
す
る
。
主
成
分
分
析
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結

果
か
ら
書
誌
情
報
で
同
一
書
写
者
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
写
本
が
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
結
果
を
得
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
は
、
主
成
分
分
析
結
果
の
詳
細
を
検
討
し
、
同
一
書
写
者
と
さ
れ
る
写
本
間
関
係
の
親
疎
や
、
書
写
者
に
関
す

る
書
誌
情
報
が
な
い
写
本
に
関
し
て
、
何
ら
か
の
関
係
の
可
能
性
が
あ
る
写
本
を
指
摘
す
る
こ
と
に
適
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
写
本
間
関

係
の
詳
細
を
考
察
す
る
た
め
に
用
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
方
法
に
関
し
て
は
注
に
ま
と
め
た
。

五
．
一　

主
成
分
分
析
に
基
づ
く
写
本
の
分
類

　
主
成
分
分
析
の
結
果
を
図
一
に
表
す
。
図
一
で
は
、
二
次
分
析
と
し
て
散
布
図
を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
楕
円
で
示
し
て
い
る
。
図
一
か

ら
は
、
右
中
央
の
楕
円
に
紅
梅
本
の
写
本
が
桃
色
で
配
置
さ
れ
、
他
の
写
本
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
写
本
に
関
し
て
は
、
五

つ
の
楕
円
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
は
、
紅
梅
本
の
写
本
は
同
筆
の
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

　
図
一
の
楕
円
は
重
な
り
、
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い
る
が
、
グ
ル
ー
プ
に
は
異
な
る
一
揃
え
の
写
本
の
一
部
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
が
同
筆
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
く
、
そ
の
詳
細
を
考
察
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
今
回
用
い
た
調
査
方
法
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
グ
ル
ー
プ
数
を
増
や
す
こ
と
で
分
類
を
細
分
化
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、適
切
な
グ
ル
ー
プ
数
は
事
前
に
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

ま
た
、
適
切
な
グ
ル
ー
プ
数
と
い
っ
た
外
的
な
基
準
な
し
に
多
数
の
グ
ル
ー
プ
の
相
互
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
こ

れ
ま
で
の
調
査
結
果
か
ら
、
主
成
分
分
析
の
結
果
は
、
同
筆
と
さ
れ
る
写
本
に
関
し
て
は
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
そ
れ
以
外
の
写
本
に
つ
い
て
解
釈
を
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
加
え
て
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
に
基
づ
い
た
分
類
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で
は
、
お
よ
そ
百
か
ら
百
十
程
度
の
個
別
の
仮
名
字
母
の
相
対
頻
度
を
デ
ー
タ
と
し
て
用
い
、
大
量
の
写
本
を
比
較
対
象
に
用
い
て
い
る

た
め
、
あ
る
特
定
の
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
変
化
と
分
類
結
果
の
関
係
を
統
一
的
に
論
じ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
分
類

結
果
と
書
誌
情
報
に
基
づ
き
写
本
間
関
係
を
概
観
す
る
こ
と
に
は
適
し
て
い
る
が
、
仮
名
字
母
と
分
類
結
果
の
関
係
の
詳
細
を
検
討
す
る

こ
と
は
難
し
い
。

五
．
二　

階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
基
づ
く
写
本
の
分
類

　
次
に
、
写
本
間
関
係
の
詳
細
を
検
討
す
る
た
め
に
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
の
結
果
を
示
す
。
図
二
で
は
、
巻
名
を
示
す
文
字
列
に
、

写
本
名
に
加
え
て
、
実
隆
に
関
係
し
た
写
本
の
場
合
は
伝
承
筆
者
、
書
写
年
代
、
所
蔵
者
を
加
え
た
。
図
を
用
い
て
分
類
す
る
た
め
に
、

写
本
を
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
距
離
を1.64

と
し
て
点
線
を
引
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
点
線
よ
り
距
離
が
近
い
グ
ル
ー
プ
を
同
筆

の
可
能
性
が
あ
る
写
本
と
し
て
検
討
す
る
た
め
で
あ
る
。
距
離
の
値
の
選
択
は
、
調
査
対
象
と
し
た
分
野
の
知
識
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ

る
。
こ
れ
ま
で
の
同
様
の
手
法
を
用
い
た
調
査
結
果
に
基
づ
く
と
、
同
筆
写
本
は
距
離1.64

以
下
で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
こ
と
が
多

い
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
調
査
に
お
い
て
も
採
用
し
て
い
る

［5］
。

　
分
類
さ
れ
た
結
果
の
詳
細
は
次
章
で
述
べ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
概
略
を
述
べ
る
。
図
二
か
ら
は
、
下
部
に
桃
色
で
強
調
さ
れ
た
紅
梅
本

が
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
緑
色
で
強
調
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
は（
伝
承
筆
者
を
含
む
）実
隆
筆
写
本
と
写
本
間

距
離
が
近
い
写
本
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
色
づ
け
し
て
強
調
さ
れ
た
群
の
中
に
は
、
同
じ
一
揃
え
の
写
本
で
あ
る
書
陵
部
本
内
で
グ
ル
ー

プ
を
構
成
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
異
な
る
一
揃
え
の
写
本
間
で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
じ
一

揃
え
の
写
本
内
で
写
本
間
距
離
が
近
い
グ
ル
ー
プ
は
赤
色
で
強
調
し
て
い
る
。
異
な
る
一
揃
え
の
写
本
間
で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
写
本

は
水
色
で
強
調
し
て
い
る
。
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六　

考
察

　
調
査
結
果
に
基
づ
き
、

（1）
明
応
四
年
に
近
い
時
期
の
実
隆
筆
写
本
と
距
離
の
近
い
写
本
の
探
索
と
、

（2）
こ
の
時
期
の
実
隆
筆
写
本
と
距

離
の
近
い
紅
梅
本
の
存
在
の
有
無
の
確
認
、

（3）
紅
梅
本
と
写
本
間
距
離
が
近
い
写
本
の
探
索
を
す
る
。
最
後
に
そ
の
他
の
写
本
に
関
し
て

述
べ
る
。

六
．
一　

明
応
四
年
に
近
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
実
隆
筆
写
本
と
距
離
の
近
い
写
本
の
存
在
の
有
無

　
図
二
の
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
の
結
果
の
一
部
を
図
三
と
し
て
表
す
。
図
三
は
図
二
に
お
い
て
緑
色
で
強
調
し
た
写
本
群
を
拡
大
表

示
し
て
い
る
。
図
三
に
お
い
て
も
、
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
写
本
間
距
離1.64

に
て
点
線
を
引
い
て
い
る
。
こ
の
点
線
以
下
で
グ
ル
ー

プ
を
構
成
し
て
い
る
写
本
は
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
。

　
図
三
で
は
、
奥
書
よ
り
実
隆
筆
写
本
を
転
写
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
日
大
本「
胡
蝶
」と
実
隆
筆
と
さ
れ
る
高
松
宮
家
本「
松
風
」、
書

陵
部
本「
帚
木
」は
、
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い
る
。
書
陵
部
本「
帚
木
」に
つ
い
て
は
、
実
隆
筆
と
考
え
ら
れ
る
写
本
と
距
離
が
近
い
結
果

を
前
稿
で
報
告
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
こ
れ
ら
の
写
本
と
写
本
間
距
離
が
近
く
、
隣
接
す
る
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
写
本
と
し

て
、
伝
実
隆
筆
と
さ
れ
る「
和
泉
式
部
日
記
」と
書
陵
部
本「
東
屋
」が
同
一
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
た
。
加
え
て
、
実
隆
筆
と
さ
れ
る
榊

原
家
本「
桐
壺
」と
蓬
左
本「
空
蝉
」が
、
紅
梅
本「
横
笛
」と
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
の「
横
笛
」を
含
む
グ
ル
ー
プ
に
関
し
て
は
後

述
す
る
。

　
こ
れ
ら
三
グ
ル
ー
プ
は
相
対
的
に
は
互
い
に
近
い
距
離
に
存
在
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
但
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

類
さ
れ
た
写
本
は
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
類
似
性
を
示
し
て
い
る
だ
け
で
、
必
ず
し
も
筆
跡
の
類
似
性
を
示
し
て
は
い
な
い
。
一
つ
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の
可
能
性
と
し
て
親
本
で
あ
る
実
隆
筆
写
本
を
実
隆
周
辺
の
人
物
が
仮
名
字
母
ま
で
一
致
す
る
書
写
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
を

構
成
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
様
に
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
類
似
性
に
基
づ
い
た
分
類
は
、
写
本
間
に
何
ら
か
の
関
係
の

存
在
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
本
手
法
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。

　
図
三
で
は
、
参
考
ま
で
に
実
隆
筆
の
新
撰
菟
玖
波
集
と
書
陵
部
本「
篝
火
」、
伝
承
筆
者
が
実
隆
と
さ
れ
る
保
坂
本「
花
散
里
」を
掲
載
し

た
。
こ
れ
ら
の
写
本
は
前
述
し
た
グ
ル
ー
プ
に
隣
接
す
る
位
置
に
あ
る
が
、
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
距
離
に
は
存
在
し
な
い
。
明
応
四
年

に
近
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
実
隆
筆
写
本
に
は
書
陵
部
本「
篝
火
」が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
写
本
は
本
文
文
字
数
が
少
な
い
。
こ
れ
ま
で

の
調
査
か
ら
、
調
査
し
た
文
字
数
が
少
な
い
写
本
は
、
文
字
数
が
少
な
い

た
め
か
、
ま
た
は
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
が
他
写
本
と
異
な
り
偏
在
し

て
い
る
た
め
か
、
ど
ち
ら
か
の
理
由
で
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
が
安
定
せ

ず
、
写
本
間
距
離
が
遠
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
同
筆
と
の
指

摘
が
あ
る
写
本
で
あ
っ
て
も
、
一
定
の
距
離
以
下
で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す

る
こ
と
は
少
な
い
。

六
．
二　

実
隆
筆
写
本
と
距
離
の
近
い
紅
梅
本
の
写
本
の
存
在
の
有
無

　
調
査
し
た
全
写
本
を
概
観
し
た
図
一
と
、
そ
の
詳
細
を
示
し
た
図
二
の

結
果
か
ら
は
、
実
隆
筆
の
可
能
性
が
あ
る
写
本
と
、
桃
色
で
示
し
た
グ
ル
ー

プ
を
構
成
し
て
い
る
紅
梅
本
は
写
本
間
距
離
が
遠
く
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
グ

ル
ー
プ
を
構
成
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
図
二
の
階
層
的
ク
ラ
ス

図三　実隆筆写本と距離の近い写本間関係
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タ
ー
分
析
の
結
果
の
う
ち
、
紅
梅
本
に
関
係
し
た
グ
ル
ー
プ
を
図
四
と
し
て
表
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い
る
紅
梅

本
の
写
本
の
中
に
、
今
回
調
査
対
象
と
し
た
実
隆
筆
と
近
い
写
本
は
存
在
し
な
か
っ
た
、
と
言
え
る
。
但
し
、
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
紅

梅
本
は
、
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
写
本
間
距
離1.64

以
下
に
存
在
し
、
同
筆
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
グ
ル
ー
プ

に
属
さ
な
い
紅
梅
本
は
こ
の
周
辺
に
位
置
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
隣
接
し
て「
花
散
里
」と「
関
屋
」、「
篝
火
」が
、

図
四
の
上
部
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
は
共
に
本
文
が
千
五
百
字
程
度
と
短
い
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。

図四　紅梅本の写本間関係
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六
．
三　

紅
梅
本
と
写
本
間
距
離
が
近
い
写
本
の
探
索

　
六
．
一
節
で
述
べ
た
様
に
、
明
応
四
年
に
近
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
実
隆
筆
か
と
考
え
ら
れ
る
一
部
の
写
本
は
、
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
同
時
期
に
書
写
さ
れ
た
実
隆
筆
写
本
は
互
い
に
似
た
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
仮
に
、紅
梅
本
の
中
に
こ
の
時
期
の
実
隆
筆
写
本
と
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
が
近
い
写
本
が
存
在
し
た
と
す
る
と
、こ
の
写
本
グ
ル
ー

プ
と
距
離
が
近
い
結
果
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
六
．
二
節
で
述
べ
た
様
に
、
今
回
の
調
査
か
ら
は
、
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い

る
紅
梅
本
に
、
実
隆
筆
写
本
と
距
離
が
近
い
写
本
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
は
、
紅
梅
本
の
少
な
く
と
も
二
度
の
転
写
に
よ
っ

て
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
に
、
明
応
四
年
に
近
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
実
隆
筆
の
影
響
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
は
低
い
、
と
言
え
る
。

　
但
し
、
紅
梅
本
の
う
ち「
横
笛
」は
こ
の
他
の
紅
梅
本
と
距
離
が
相
対
的
に
遠
く
、
図
三
に
示
さ
れ
て
い
る
様
に
、
今
回
調
査
対
象
と
し

た
榊
原
家
本「
桐
壺
」と
蓬
左
本「
空
蝉
」が
紅
梅
本「
横
笛
」に
近
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
紅
梅
本「
横
笛
」以
外
の
紅
梅
本
の
写
本
は

グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
写
本
だ
け
異
な
る
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
を
持
ち
、
そ
れ
が
享
禄
四
年
ま
た
は
天
文
二
年

に
書
写
さ
れ
た
実
隆
筆
写
本
と
、
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
距
離
に
存
在
す
る
、
と
言
え
る
。
紅
梅
本
の
書
写
年
代
は
足
利
末
期

［1］
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
実
隆
筆
写
本
と
は
書
写
年
代
が
異
な
る
。
ま
た
、実
隆
筆
写
本
と
同
時
期
に
書
写
さ
れ
て
い
る
日
大
本「
横
笛
」

は
公
条
筆

［7］
で
あ
り
、
日
大
本「
横
笛
」を
転
写
し
た
写
本
の
存
在
を
仮
定
す
る
と
、
そ
の
写
本
が
実
隆
の
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
を
持
つ

可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
実
隆
筆「
横
笛
」が
存
在
し
、
紅
梅
本
を
書
写
し
た
人
物
が
そ
れ
を
転
写
し
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も
様
々
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
可
能
性
を
支
持
す
る
根
拠
は
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向

の
類
似
性
以
外
に
存
在
し
な
い
。

　
こ
の
様
に
本
手
法
で
は
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
類
似
性
か
ら
写
本
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
残
念
な
が
ら「
横
笛
」だ
け
が
異
な
る
理
由
や
、
写
本
の
書
写
年
代
の
前
後
関
係
と
い
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
に
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
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調
査
済
み
写
本
と
何
ら
か
の
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
想
定
で
き
る
未
調
査
の
写
本
に
よ
っ
て
、分
類
結
果
が
変
化
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

例
え
ば
、
未
調
査
の
実
隆
筆
写
本
と
の
比
較
に
よ
り
、
分
類
結
果
が
変
化
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
一
調
査
結
果
だ
け
に
依
拠
し
た
議
論
は
、

今
後
の
調
査
結
果
に
よ
っ
て
覆
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
資
料
の
探
索
や
調
査
、
複
数
の
手
法
の
適
用
や
開
発
に
よ
っ
て
、
そ
の
蓋
然
性

を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

六
．
四　

そ
の
他
の
写
本
に
関
す
る
考
察

　
今
回
の
調
査
で
は
、
書
写
年
代

が
近
い
と
さ
れ
る
書
陵
部
本
や
大

正
大
学
本
の
全
帖
に
保
坂
本
を
加

え
て
、
紅
梅
本
と
比
較
し
た
。
図

二
の
結
果
か
ら
は
、
同
筆
の
可
能

性
が
あ
る
距
離
で
グ
ル
ー
プ
を
構

成
す
る
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
が

似
た
写
本
は
、
同
時
代
に
書
写
さ

れ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
写
本
で

あ
っ
て
も
多
く
は
な
い
こ
と
と
、

グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
場
合
で
は
、

同
じ
一
揃
え
の
写
本
内
で
グ
ル
ー

表二　グループを構成する写本
写本名 写本間距離が近いグループ

大正大学
本

（38 鈴虫 ,43 紅梅）,
（29 行幸 ,42 匂宮）,
（26 常夏 ,37 横笛）,
（22 玉鬘 ,31 真木柱 ,35 若菜下 ,40 御法 ,
39 夕霧 ,44 竹河 ,36 柏木 ,41 幻）,

（45 橋姫 ,46 椎本）,
（10 賢木 ,48 早蕨）,
（34 若菜上 ,50 東屋 ,51 浮舟）

書陵部本

（23 初音 ,25 蛍）,
（09 葵 ,32 梅枝）,
（24 胡蝶 ,47 総角）,
（54 夢浮橋 ,03 空蝉 ,07 紅葉賀）,
（26 常夏 ,37 横笛 ,44 竹河）,
（15 蓬生 ,38 鈴虫）,
（21 少女 ,36 柏木）,
（48早蕨,39夕霧,53手習,10賢木,20朝顔）,

保坂本 （12 須磨 ,14 澪標 ,06 末摘花 ,07 紅葉賀）,

異なる
一揃え

（13 明石 - 保坂本 ,13 明石 - 書陵部本）,
（05 若紫 - 書陵部本 ,21 少女 - 大正大学本）,
（03 空蝉 - 保坂本 ,08 花宴 - 保坂本 ,
28 野分 - 書陵部本）,

（01 桐壺 - 書陵部本 ,03 空蝉 - 大正大学本）,
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プ
を
構
成
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
同
じ
一
揃
え
の
写
本
内
で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
写
本
と
異
な
る
一
揃
え
の
写
本
間
で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
写
本
を
表
二
に
ま
と
め

た
。
括
弧
で
示
し
た
グ
ル
ー
プ
が
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
写
本
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
写
本
の
中
に
は
伝
承
筆
者
を
同
じ
く
す
る
写
本
が
存
在
す
る
。
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
が
似
た
写
本
は
、
何
ら

か
の
写
本
間
関
係
が
あ
り
、
例
え
ば
、
同
一
人
物
が
複
数
の
写
本
の
書
写
を
担
当
し
て
い
る
可
能
性
や
、
異
な
る
筆
跡
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
場
合
は
、
同
筆
の
親
本
を
仮
名
字
母
ま
で
忠
実
に
書
写
し
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

　
　
　
　

七　

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　
奥
書
と
は
異
な
る
根
拠
に
基
づ
い
て
紅
梅
本
を
位
置
付
け
る
た
め
に
、
同
時
期
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
源
氏
物
語
写
本
の
本
文

の
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
に
着
目
し
て
、
比
較
を
行
っ
た
。
明
応
四
年
と
近
い
時
期
の
実
隆
筆
か
と
考
え
ら
れ
る
写
本
と
距
離
が
近
い
写

本
を
紅
梅
本
の
中
に
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
点
か
ら
は
、
そ
の
時
期
の
実
隆
筆
と
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示

す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
実
隆
筆
写
本
で
あ
る
享
禄
四
年
に
書
写
さ
れ
た
榊
原
家
本「
桐
壺
」と
天
文
二
年
に
書
写
さ
れ

た
蓬
左
本「
空
蝉
」、
紅
梅
本「
横
笛
」の
写
本
間
距
離
が
近
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
本
手
法
で
は
そ
の
詳
細
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
関
連
す
る
分
野
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
日
大
本
の
調
査

［7］
に
お
い
て
実
隆
筆
写
本
は
、
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
距
離
に
多
く
の
写
本
が
集
ま
り
、
い
く
つ
か
の
小
グ
ル
ー
プ
を

構
成
す
る
が
、
公
条
筆
写
本
と
比
較
し
て
相
対
的
に
は
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
が
一
定
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
日
大
本

の
調
査
と
今
回
の
調
査
結
果
に
基
づ
く
と
、
実
隆
筆
の
可
能
性
が
あ
る
源
氏
物
語
写
本
は
、
巨
視
的
に
見
れ
ば
日
大
本
と
そ
れ
以
外
の
写
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本
に
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
も
実
隆
筆
及
び
そ
の
関
連
写
本
の
調
査
を
続
け
、
そ
の
性
質
の
考
察
を
続
け
た
い
と

考
え
て
い
る
。

謝
辞

本
研
究
はJSPS
科
研
費JP19K

00349

の
支
援
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。

注　
主
成
分
分
析
で
は
、
似
た
出
現
傾
向
を
持
つ
字
母
や
全
く
出
現
し
な
い
字
母
、
互
い
に
相
関
係
数
が
大
き
い
二
つ
の
字
母
の
う
ち
の
一
つ
を
削
除

し
、
計
96
字
母
を
調
査
対
象
と
し
た
。
主
成
分
の
計
算
方
法
と
し
て
相
関
行
列
を
用
い
た
。
加
え
て
、
主
成
分
分
析
の
二
次
分
析
と
し
てk

平
均
法

を
用
い
た
非
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
行
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た
結
果
を
図
示
し
て
い
る
。
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
で
は
、
写
本
間
距

離
と
、
写
本
を
グ
ル
ー
プ
に
構
成
す
る
、
二
つ
の
計
算
方
法
を
用
い
る
。
写
本
間
距
離
の
計
算
方
法
と
し
てIR

距
離
［
8
］
を
、
グ
ル
ー
プ
を
構
成

す
る
計
算
方
法
と
し
て
平
均
距
離
法
を
用
い
た
。
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表
一

　
調
査
対
象
と
し
た
写
本
と
文
字
数

表
の
上
部
に
源
氏
物
語
写
本
の
う
ち
、
紅
梅
本
、
書
陵
部
本
、
大
正
大
学
本
、
保
坂
本
を
、
下
部
に
そ
れ
以
外
の
写
本
を
ま
と
め
た
。
第
一
帖
か

ら
第
二
十
七
帖
と
実
隆
に
関
連
す
る
四
写
本
は
前
稿
に
記
載
し
て
い
る
た
め
、こ
こ
で
は
第
二
十
八
帖
か
ら
第
五
十
四
帖
ま
で
を
記
載
し
て
い
る
。

紅梅本 書陵部本 大正大学本
巻 文字数 字母数 文字数 字母数 文字数 字母数

28- 野分 6678 107 6725 114 6538 116
29- 行幸 11517 112 10961 118 11568 117
30- 藤袴 5707 103 5775 113 5620 113
31- 真木柱 6330 102 6144 116 6111 102
32- 梅枝 5374 107 5379 110 5390 108
33- 藤裏葉 5369 101 5530 113 5246 112
34- 若菜上 5709 111 5695 98
35- 若菜下 5457 105 5423 117 5513 92
36- 柏木 5238 107 5063 118 3259 96
37- 横笛 5424 117 5498 97 4767 113
38- 鈴虫 5803 113 5690 116 5811 113
39- 夕霧 5551 107 5485 106 5382 93
40- 御法 5846 115 5677 111 5674 97
41- 幻 6569 118 6423 113 6359 95
42- 匂兵部卿 5720 116 5286 107 5204 121
43- 紅梅 5309 105 5047 115 5177 112
44- 竹河 5488 105 5394 98 5018 99
45- 橋姫 15678 117 5068 104 5172 104
46- 椎本 5375 100 5439 113 5472 101
47- 総角 3253 99 5330 101 5634 103
48- 早蕨 7338 110 7070 105 6619 123
49- 宿木 5570 105 5672 104 5720 100
50- 東屋 5662 100 5695 111 5587 102
51- 浮舟 5310 103 5323 112 5236 101
52- 蜻蛉 5473 104 5498 110 5161 103
53- 手習 5361 102 5312 110 5200 121
54- 夢浮橋 5486 104 5492 110 5371 118

文字数 字母数
榊原家本「桐壺」 5679 120
蓬左本「空蝉」 4573 111
蓬左本「関屋」 1970 99
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一一二━六　仮名字母の出現傾向から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（2）

図一　主成分分析の結果
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図二　階層的クラスター分析の結果（口絵参照）
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階層的クラスター分析の結集図
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